
児童数配付 

↑こんなことも勉強
べんきょう

しました。 

 

図書館
と し ょ か ん

だより 
 

秋
あき

のオリエンテーションを行
おこな

いました 
２学期

が っ き

に入
はい

る前
まえ

に、図書館
としょかん

をもっと便利
べ ん り

に使
つか

ってもらうためのオリエンテー

ションを行
おこな

いました。１年生
ねんせい

は『１年生
ねんせい

おすすめの本
ほん

』のリストを配
くば

りまし

た。２～６年生
ねんせい

は、調
しら

べものをするときに便利
べ ん り

な本（図鑑
ず か ん

や百科
ひゃっか

事典
じ て ん

など）や、

その使
つか

い方
かた

について学
まな

びました。３年生
ねんせい

以上
いじょう

は、学
まな

んだことを利用
り よ う

して『図書館
としょかん

GO
ご ー

！』という、本や言葉
こ と ば

を図書館
としょかん

の中から探
さが

し出
だ

すゲームにも挑戦
ちょうせん

してもら

いました。今回
こんかい

学
まな

んだことを活
い

かして“調
しら

べものマスター”になってください！ 

 

    

 

   
 

 

図書館
と し ょ か ん

の検索
けんさく

コーナーについて 

 図書館
としょかん

のパソコンが新
あたら

しくなりました。そして 

その中
なか

の１台
だい

が検索用
けんさくよう

として使
つか

えます。きまりを守
まも

 

って、本とインターネット両方
りょうほう

をうまく使
つか

って、 

さらなる“調
しら

べものマスター”を目指
め ざ

してください。 

 

葛塚小学校図書館 

平成２９年１１月 ８日 

ＮＯ．５ 

パソコンの近
ちか

くにある“使
つか

い方
かた

”をよく読
よ

んでから使
つか

います。→ 



読書
どくしょ

旬間
じゅんかん

が始
はじ

まります！！ 
１１月９日（木）～１７日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

★読書
どくしょ

郵便
ゆうびん

★ 

おすすめする本を紹介
しょうかい

するハガキを

書
か

いて、図書館
としょかん

にあるポストに入
い

れて

ください。大好
だ い す

きな本を知
し

らせ合
あ

いま

しょう。 

★読書
どくしょ

ビンゴ★ 

ビンゴ用紙
よ う し

に書
か

いてあるラベル（本の背中
せ な か

の

シール）の本を、休
やす

み時間
じ か ん

に借
か

りましょう。１

列
れつ

そろうごとに１回
かい

くじが引
ひ

け、「４冊
さつ

貸出券
かしだしけん

」

や「図書
と し ょ

委員
い い ん

２０分
ぷん

休
やす

み体験券
たいけんけん

」が当
あ

たるか

も？！（ハズレあり） 

全部
ぜ ん ぶ

うまると、賞 状
しょうじょう

が届
とど

きます！ 
★お話会

はなしかい

★ 

 児童
じ ど う

朝会
ちょうかい

で図書
と し ょ

委員
い い ん

による読
よ

み聞
き

かせが行
おこな

われます。お楽
たの

しみに♪  

授 業 中
じゅぎょうちゅう

には“おはなしたまてばこ”

のみなさんによるお話会
はなしかい

が行
おこな

われま

す。いつもよりじっくりとお話
はなし

の時間
じ か ん

を楽
たの

しめます。 

★朝
あさ

読書
どくしょ

★ 

 旬
じゅん

間中
かんちゅう

は毎日
まいにち

朝
あさ

読書
どくしょ

があります。一日
いちにち

の始
はじ

まりを読書
どくしょ

で！ 豊
ゆた

かな気持
き も

ちでスタートでき

ますよ。 

★うちどく★ 

 読書
どくしょ

旬
じゅん

間中
かんちゅう

に、おうちで“うちどく

（家庭
かてい

読書
どくしょ

）”をしてみましょう。うちどく

カードは１人
ひとり

１枚
まい

配
くば

られます。テレビを消
け

し

て、おうちの人
ひと

といっしょに本の世界
せかい

を楽
たの

し

みましょう。 

 

（※おうちの方へ 裏面をご覧ください。） 

★先生
せんせい

おすすめの本★ 

 図書館
としょかん

にかざります。ぜひ借
か

りて 

読
よ

んでみましょう。 

★お話
はなし

給食
きゅうしょく

★ 

 １１月９日（木）、１５日（水）は、お話
はなし

に出
で

てくる料理
りょうり

が給 食
きゅうしょく

で食
た

べられます！ 本に出
で

てくる主人公
しゅじんこう

も食
た

べた、あんな料理
りょうり

やこんな

料理
りょうり

…。栄養士
えいようし

の湊
みなと

先生
せんせい

と調理員
ちょうりいん

さんに感謝
かんしゃ

し

て、おいしく楽
たの

しくいただきましょう。 

 本は図書館
としょかん

で読
よ

むことができます。 
＜メニュー＞ 

１１月９日（木） 

『こまったさんのハンバーグ』から「ハンバーグ」 

『サラダでげんき』から「りっちゃんのげんきサラダ」 

『おおきなかぶ』から「かぶのスープ」 

『バムとケロのにちようび』から「ドーナツ」 

 

１１月１５日（水） 

『秘密
ひ み つ

の花園
はなぞの

』から「ぶどうパン」 

『あれこれたまご』から「オムレツ」 

『サラダとまほうのおみせ』から「はっぱのサラダ」 

『１４ひきのあさごはん』から「きのこスープ」 

『はじめてのおるすばん』から「プリン」 



１年生にも“おすすめの本”が配
くば

ら

れました。１・２年生も、“おすすめ

の本”はよやくができます。人気
に ん き

で借
か

りられないときは、声
こえ

をかけてくださ

い。また、おうちにある本や、豊栄
とよさか

図書館
としょかん

などで借
か

りて読
よ

んだ本にも印
しるし

を付
つ

けられます。 

たくさんの挑戦
ちょうせん

を待
ま

っています！ 

高学年
こうがくねん

におすすめ 

☆『各学年
かくがくねん

おすすめの本』完
かん

読者
どくしゃ

～１０月から～☆ 

 

 

 

 

 
 

 

 

この本読
よ

んでみませんか？ 

『河童
か っ ぱ

のユウタの冒険
ぼうけん

』斎藤
さいとう

 惇夫
あ つ お

 作 金
かな

井田
い だ

 英津子
え つ こ

 画（福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

） 

９１３／さ 
 

 話
はなし

の始
はじ

まりは福島
ふくしま

潟
がた

をモデルにした“恵
めぐ

みの 湖
みずうみ

”。河童
か っ ぱ

のユウタは、そこに住
す

む生
い

き

物
もの

や毎年
まいとし

やってくる渡
わた

り鳥
どり

と共
とも

におだやかに暮
く

らしていました。ある早春
そうしゅん

の夕暮
ゆ う ぐ

れ、ユウ

タは伝説
でんせつ

の九
きゅう

尾
び

の狐
きつね

の娘
むすめ

に出会
で あ

い、「そなたは旅立
た び だ

たねばならぬのです」との言葉
こ と ば

をき

っかけに、九
きゅう

尾
び

の狐
きつね

の孫娘
まごむすめ

アカネと天狗
て ん ぐ

のハヤテと共
とも

に“龍川
りゅうかわ

”の水源
すいげん

を目指
め ざ

して、

訳
わけ

も分
わ

からないまま旅立
た び だ

ちます。 

 なぜ水源
すいげん

を目指
め ざ

す旅
たび

に出
で

なければいけないのか、存在
そんざい

さえ知
し

らなかった自分
じ ぶ ん

の両親
りょうしん

のこ

と、そして旅
たび

の途中
とちゅう

に起
お

こる様々
さまざま

な出来事
で き ご と

やそこで出会
で あ

う生
い

き物
もの

や人間
にんげん

たち、旅
たび

の最後
さ い ご

に

３人
にん

を待
ま

っていたのは・・・。 

 

 映画
え い が

にもなった『冒険者
ぼうけんしゃ

たち～ガンバと１５ひきの仲間
な か ま

（福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 ９１３／さ）』を

書
か

いた斎藤
さいとう

惇夫
あ つ お

さんの最新作
さいしんさく

です。斎藤
さいとう

さんは、何度
な ん ど

も福島
ふくしま

潟
がた

に訪
おとず

れながらこの本を作
つく

り

上
あ

げたそうで、“恵
めぐ

みの 湖
みずうみ

”は福島
ふくしま

潟
がた

、３人
にん

がさかのぼる“龍川
りゅうかわ

”は

信濃
し な の

川
がわ

がモデルになっています。この本を読
よ

むと、「河童
か っ ぱ

は福島
ふくしま

潟
がた

に本当
ほんとう

に生
い

きている、そして私
わたし

たちはどう生
い

き

ていこうか」と考
かんが

えさせてくれます。みなさんも河童
か っ ぱ

の

ユウタと一緒
いっしょ

に福島
ふくしま

潟
がた

から始
はじ

まる旅
たび

へ出
で

かけてみません

か？ 

 

福島
ふくしま

潟
がた

が 

お話
はなし

の舞台
ぶ た い

！ 



おうちの方へ 

うちどく（家庭読書）のお願い 

『テレビを消して“うちどく（家庭読書）”をしよう！』 

 １１月９日（木）より、校内読書旬間が始まります。そこで、ご家庭でも読書の時間を楽

しんでいただけるよう、“うちどく（家庭読書）”を計画いたしました。ご多用のこととは存

じますが、テレビを消し、本を開いて家族で過ごすきっかけにしていただけたら幸いです。 

 

なんで“うちどく”？ 

 うちどく（家読）は、“家族ふれあい読書”のことです。おうちの人と一緒に本を囲む経

験は、何物にも代え難い大切なものです。読み聞かせはもちろん、おうちの人と一緒にテ

レビを消して別々の本を読書することも、子どもにとって大切な時間となります。本の感

想を伝え合うのも楽しいですね。 

 子ども時代だからこそ、本の世界での体験は、実際の体験と同じように心に生きて残り

ます。そして、その後の自分を助けてくれたり、生きる源にも成り得たりするものです。 

 そして、何より、家族一緒に本を開くことは、本当に楽しいことです！ 

 是非この機会に、大人も子どもも一緒に、本の世界を楽しんでみてください。 

 

 １ 期間 １１月９日（木）～１１月１７日（金）のうち１日 

 ２ 時間 １５分程度 

 ３ うちどくの進め方 

    ・家族でそろって、それぞれ違う本を読む。 

    ・おうちの人が子どもに読んであげる。 

    ・子どもがおうちの人に読んであげる。  等 

 ４ 読む本 

    ・学校の図書館・市立図書館から借りた本、家にある本等自由です。 

                            （教科書・マンガは除く） 

    ・物語・伝記・昔話等 読み物にも目を向けさせるチャンスにしていただけたらと 

思います。 

 ５ 「うちどく（家庭読書）記録カード」の記入について 

      実施されましたら、配付しました「うちどく（家庭読書）記録カード」に感

想等を記入され、１１月２０日（月）までに担任にご提出ください。図書館だ

よりで紹介させていただくことがあります。 

 ６ その他 

      １１月７日（火）～１１月１６日（木）が家庭学習強調週間です。家庭学習

の一環として、読書も積極的に取り組んでみてください。 


